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表 1　言説調査

CASA‖ 音色
[D]

中庭

・ランドスケープに配色する花の色
と合わせながら検討を繰り返し、
「かさね色」の空間を構成した。 

・多様な表情が生まれた。
・距離感を生み出す。
・春夏秋冬の樹々や草花、自然の音色や薫りなど季節折々の「かさね色」
を読み取りながら、日常の豊かな時間を奏でていく環境
〈空間の多様性〉〈空間の広がり〉〈創造性〉〈自然との繋がり〉

作品名
写真

図 3　空間構成の類型

図 4　空間構成の年代による傾向
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　　　　　分 類 

f.〈時間との繋がり〉
g.〈家族同士の繋がり〉

h.〈空間の繋がり〉

i.〈内外の連続性〉
j.〈空間の広がり〉
k.〈空間の多様性〉

l.〈精神性〉
m.〈創造性〉

表 2　建築意図の分類項目
　　　　　　　　　　　 概 要
自然、周辺環境、緑、空、地球、太陽、宇宙などと繋がる
豊かな周辺環境に埋没するような建築の佇まいを生む
地域性を表す要素を創出または継承する
街路の心地よさや街路風景を提供する
家族と近隣住民の人同士の関わり/豊かな植栽の共有
/地域文化の継承/敷地のコンテクストと合致させる
過去の記憶や機能を未来へ継承する
家族同士のコミュニケーションのきっかけとなる
/住人の振る舞いを受け止める
平面、断面的に分断されやすい部屋同士や空間同士を
柔らかくつなぎ関わりを持たせる
内部空間と外部空間をに連続性を持たせる
空間に奥行きや広がりを生み出す
空間に多様性を生み出す/多様な居場所によって人が様
な々居場所を気分や気候に合わせて選べるようになる
人々の精神的な拠り所、道標となる
これまでの概念に無い新しい空間を生む

※
a.〈自然との繋がり〉
b.〈自然との融合、調和〉
c.〈地域性〉
d.〈街並みの形成〉
e.〈街との関係性を構築〉
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図 6　[B]: 植物配置の割合

図 7　[E]: 植物配置の割合
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図 5　年代と空間構成のコレスポンデンス分析散布図

図 8　建築意図と空間構成のコレスポンデンス分析散布図
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